
イノベーション２５（医薬）について 
 
１ 総理所信表明演説 

「成長に貢献するイノベーションの創造に向け、医薬、工学、情報技術などの分野ご

とに、２０２５年までを視野に入れた、長期の戦略指針「イノベーション２５」を取り

まとめ、実行します。」 

 

２ １０月５日内閣府「イノベーション特命室」を設置（高市早苗大臣） 

 

３ イノベーション戦略会議（座長：黒川清・前日本学術会議会長） 

○ ２月末までに「２０２５年に目指すべき社会のかたちとイノベーション」をと

りまとめる予定。 

○ 総合科学技術会議等を活用し、１９年５～６月までに実現のための具体的なロ

ードマップを作成する予定。 

(1) 第１回イノベーション戦略会議（１０月２６日） 

 自由討議。１９０１年の報知新聞「２０世紀の予言」を紹介。技術の状況を予測

すると同時に、社会的に必要な政策や問題点などを幅広く議論するとの方針。 

(2) 第２回イノベーション戦略会議（１１月９日） 

有識者意見聴取。生駒俊明（(独)科学技術新興機構研究開発戦略センター長）か

ら、イノベーションを起こしやすい科学技術・経済社会システムづくりを政策とし

て実行するべきとの発表。 

(3) 第３回イノベーション戦略会議（１１月３０日） 

有識者意見聴取。橋本和仁（東京大学先端科学技術研究所所長）及び野中郁次郎

（一橋大学名誉教授）から、イノベーション出現の条件、知識創造人材の

育成についての発表。黒川座長から、「イノベーション２５」について、新たな

価値の創造と社会的な変化を起こすイメージの提示。 

(4) 第４回イノベーション戦略会議（１２月２１日） 

 
４ 厚生労働省の今後の対応 
 高齢化や激化する国際競争の下で安定した成長を実現していくには、我が国の社会経

済に新たな活力を取り入れ、イノベーションを創出していかねばならない。 
厚生労働省としては、イノベーション戦略会議と連携し、医薬（医療機器・医療技術

を含む。）に関する成長と競争力の源泉であるとともに、健康寿命の伸長と社会参加を

可能にするヒューマン・ヘルスに係る科学技術を一層発展させるための施策に積極的に

取組んでいきたい。 

第３５回科学技術部会 

平成１８年１２月２５日 
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